
令和5年度
保育　第１号－１

保育事業 測量業務委託　仕様書

流域 紀ノ川 支流 真国川

紀の川市　中鞆渕　字　米之郷　地内



区　　分 保育　第１号－１

測量面積（ｈａ） 5.00

測線長（ｍ） 1,600

標準地の個数（箇所） 6

測　量　費

消　費　税

測量業務費

総括表



内訳表 （単位：円）

合 算 保育　第１号－１ 　　備　　　　　　　考

人件費等 （Ａ）　下記集計表より 千円未満切り捨て

うち直接人件費 （Ｂ）　下記集計表より 千円未満切り捨て

うち測量にかかる外業直接人件費 （Ｃ）　下記集計表より 千円未満切り捨て

協議打ち合わせ （Ｄ）＝№４単価表 千円未満切り捨て

直接経費 （Ｅ）＝（Ｆ）＋（Ｇ）

内 直接経費（旅費・交通費） （Ｆ）　別紙算出表より 千円未満切り捨て

訳 直接経費（材料費） （Ｇ）＝（Ｃ）×5％ 千円未満切り捨て

直接測量費 （Ｈ）＝（Ａ）＋（Ｄ）＋（Ｅ）

諸経費 （I）＝（H）×％ 371.23 ×(直接測量費)^ -0.1070 ＝

測量費 （J）＝（H）＋（I） 千円未満切り捨て

消費税相当額 （K）＝（J）×10％

測量業務費 （L）＝（J）＋（K）

人件費等集計表（明細表より）
内業

面積測量 植生調査 図化
保育　第１号－１

人件費
うち直接人件費
測量に係る外業直接人件費

１号明細表 ２号明細表 ３号明細表備　　考

区　　　　　　　分

計
外業

区　　分



1

周　囲　測　量 保育　第１号－１ （　）内は直接人件費
単価表
番　号

＜外業＞

測線長 平均傾斜角15°未満 1,600 ｍ 1
(0) (0)

測線長 平均傾斜角15°以上30°未満 0 ｍ 0 0 1

計 1,600 ｍ

備　　　　　考

明　　　　細　　　　表

種　　　　別 形　状　寸　法 数　　　量 単位 単　　価 金　　　　額



2

植　生　調　査 保育　第１号－１ （　）内は直接人件費
単価表
番　号

＜外業＞

プ　ロ　ッ　ト 6 箇所 2

計 6 箇所

備　　　　　考

明　　　　細　　　　表

種　　　　別 形　状　寸　法 数　　　量 単位 単　　価 金　　　　額



3

図　化（内　業） 保育　第１号－１
単価表
番　号

＜内業＞

図化面積 5.00 ha 3

計 5.00 ha

明　　　　細　　　　表

単　　価 金　　　　額種　　　　別 形　状　寸　法 数　　　量 単位 備　　　　　考



1 1ｍ 当たり　

構造 ： 面積測量（外業）
単価表
番　号
共単

測量助手 人 R5.4.15～
共単

普通作業員 人 R5.4.15～

機械器具損料 ％

計 日

平均傾斜角
１５°未満 １日当たり功程 ｍ/日

ｍ

平均傾斜角
１５°以上３０°未満 １日当たり功程 ｍ/日

ｍ

平均傾斜角
３０°以上 １日当たり功程 ｍ/日

ｍ

備　　　　　考

単　　　　価　　　　表

名　　　　　称 形　状　寸　法 数　　　量 単位 単　　価 金　　　　額



2 1プロット 当たり　

構造 ： 植生調査（外業）
単価表
番　号

プロット設定
共単

測量助手 人 R5.4.15～
共単

普通作業員 人 R5.4.15～

小　　計 ｍ 当たり

ｍ 当たり

立木調査
共単

測量助手 人 R5.4.15～
共単

普通作業員 人 R5.4.15～

小　　計 ｈａ 当たり

ｈａ 当たり

計

単　　　　価　　　　表

名　　　　　称 形　状　寸　法 数　　　量 単位 単　　価 金　　　　額 備　　　　　考



3 1ha 当たり　

構造 ： 面積測量（内業）
単価表
番　号
共単

測量助手 人 R5.4.15～

計 1.00 ha

備　　　　　考

単　　　　価　　　　表

名　　　　　称 形　状　寸　法 数　　　量 単位 単　　価 金　　　　額



4 1件 当たり　

構造 ： 打ち合わせ協議
単価表
番　号
共単

測 量 助 手 人 R5.4.15～

計 1 件

備　　　　　考

単　　　　価　　　　表

名　　　　　称 形　状　寸　法 数　　　量 単位 単　　価 金　　　　額



交 通 費 ・ 旅 費<算 出 表> 保育　第１号－１

測線長 歩掛人員（測量助手） 延べ人数
平均傾斜角15°未満 1,600 m × （ 人 ／ m ） ＝
平均傾斜角15°以上30°未満 0 m × （ 人 ／ m ） ＝
平均傾斜角30°以上 0 m × （ 人 ／ m ） ＝

＜植生調査＞
プロット数 歩掛人員（測量助手）

プロット設定 6 個 × （ 人 × m ／ m ） ＝
立木調査 6 個 × （ 人 × ha ／ ha ） ＝

計 人

∴ 外業日数 日 → 日

区分：8～50km以内 距離 km
　　<交通費>
　　<旅費>

計 円

＜図化面積＞内業 5.00 ha

＜周囲測量＞



面積測量及び標準地調査数量

保育　第１号－１

区分 面積(ha) 測線長(m) 高低差 平均傾斜度 平均傾斜角 標準地個数

本数調整伐 5.00 1,600.0 400.0 14.04 15°未満 6

計 5.00 1,600 6

測線長
15°未満 1,600
15°以上30°未満

30°以上
1,600 (m)

　<傾斜区分集計>



業務番号 保育第1号-1 縮 尺 1:50,000 図面番号 １/２
業 務 名 保育事業測量業務委託
業務年度 令和５年度
流 域 名 紀　ノ　川
箇 所 名 和歌山県　紀の川市　中鞆渕　字　米之郷　地内
所 管 那賀振興局　農林水産振興部　林務課

位置図

業務箇所





治山事業測量・設計委託事業（森林整備）特記仕様および留意事項

特記仕様

［Ｉ］面積測量
１ 現地測量の範囲や測量手法および測点間隔については仕様書図面による。

詳細は現場打ち合わせにおいて監督員と協議して決定すること。
２ 測点には測量杭を打ち込み、頂部を赤くするかビニールテープ（桃色等）を巻き、上下及び

左右方向から杭番号を目視できるよう杭の２面以上に工区と測点番号を記入すること。
ＢＰ杭については、棄損しないよう設置すること。
所有者境界などの杭や目印がある場合やその他監督員の指示がある点等はそれを復元できる

ようにしておくこと。
測量杭は木杭を使用すること。
ただし、基準点(ベンチマーク、周囲測量の起点、分岐点)等長期にわたり測点の保全の必要

がある場所や杭の打ち込みが出来ない箇所等については監督員と協議のうえ材質等決定するこ
と。
※木杭規格：基準点杭（L=45cm 5cm×5cm 以上）

３ 現場内及び現場付近の保全対象（道路、民家など）・尾根・谷・隣接林分等の位置・関連に
ついても測量し平面図に書き込むこと。

また、1／50,000及び1／5,000の地形図に各施工位置を記入した位置図を作成し添付するこ
と。

４ 測量図面には、施工地内の樹種・林齢、方位記号、隣接林分の状況等を記入するほか、その
他表記方法や縮尺については、監督員と協議して決定するものとする。

５ 測量精度については、1／100以上とし実施測量精度を測量図面に記入すること。
６ 測量成果表等は、測量図面に記入すること。
７ 成果品は、通常の成果品（紙媒体、原図等）を１部、電子媒体（CD-R）を１部提出すること。

成果図面電子データについては、ファイル形式をDXFかSXF(p21)形式とし、”CADソフト頭脳
ラピッド”で正常に読み込めるものとする。
また、測量成果表・プロット成果表はエクセルファイル(Excel 97以上)として提出すること。
測量成果の面積、測線長、プロット箇所の合計を別紙添付の様式に整理し提出すること。

（工区が隣接している測線長については、２重計上しないよう注意すること。）
※ その他書類について、必要に応じて監督員が提出を指示する場合があるので、監督員と協
議すること。

８ 施工地において、雑木及び古木・林道・作業道等がある場合は、必ず除地とすること。
（１箇所当たり100m2以上になる箇所は必ず除地とすること。）
（除地については、現地をよく調査し、抜かりのないようにすること。）

９ 測量時に各工区の作業状況と測量杭の設置状況を写真撮影すること。
（測量杭については、起点、終点、中間点の３箇所程度とし、起点と終点が同点の場合につい
ては、同撮影とし２箇所程度とすること。）

１０ 業務打合簿については１部とする。

［Ⅱ］立木調査
１ 標準地は１ヶ所当たり水平面積で、100㎡(10×10ｍ)とし、現地の傾斜に応じて、斜延長を

補正すること。
２ 標準地内において毎木調査を行い、成立本数・樹種・胸高直径・樹高を別紙様式に記入する。
３ 胸高直径の測定は2ｃｍ括約でおこなう。なお、胸高直径は立木の山側の地際から1.2ｍの高

さの直径を測定すること。
４ 成立本数については、着工時に本数を確認し、その際に1,800本/ha未満の箇所があれば当該

区域の整備の適否について監督員と協議すること。
５ 標準地の４隅には必ず木杭を打ち込み、周囲をビニールテープ(青)で囲み、標準地番号を付

けて標準地ごとに写真撮影すること。なお、標準地１箇所につき2方向での撮影とすること。
また、樹冠の鬱閉度がわかる写真（プロット内で下から上を覗いた写真）を標準地１箇所に

つき１枚撮影すること。（縦断方向１枚・横断方向１枚・鬱閉度がわかる写真１枚 計３枚）
６ 標準地の位置を測量図面上に記入すること。

７ 標準地の設定については、施行地内に偏ることなく、疎密度の標準的な箇所を設置し、なお



かつ、お互いが近接しないようにする。なお、設定位置・箇所数に関しては必ず事前に監督員
と協議し決定するものとする。

８ 標準地の箇所数については、別紙計算表を参考にすること。
９ 標準地内の立木の樹高は、樹高測定器等で必ず全ての本数について測定することとし、詳細

については、着手前に必ず監督員の指示を受けること。
１０ 標準地内の樹種については、必ず確認し、スギ・ヒノキ・混植の区分を必ず確認し記述する

すること。【スギ・ヒノキの混植の場合は、混植（ヒノキ中心）及び混植（スギ中心）という
ように記述すること。】

［Ⅲ］積工・筋工等の調査
１ 筋工・積工の施工計画位置が決まれば、監督員に協議すること。
２ 決定した積工・筋工施工位置は、平面図に図示すること。

留意事項
１ 測量・設計業務委託期間内は監督員との連絡を密にし、業務委託内容に不明な点等がある場

合は直ちに監督員に相談、連絡を行うこと。
２ 現地測量に入る日程は事前に監督員および土地所有者に必ず連絡をいれることとし、測量の

支障となる木竹を伐採する場合は監督員と連絡を取り所有者の了解を得ること。
３ 測量時や移動中の安全等に十分配慮し、現場でのヘルメット着用を義務づける。また、万が

一不慮の事故等が発生した場合はただちに緊急関連機関に通報するとともに速やかに監督員に
連絡を入れる。

４ 写真については、色彩はカラー、大きさはサービスサイズとし、工事写真帳Ａ４版に整理す
ること。また、デジタルカメラでの撮影も可能とするが、サービスサイズ程度の台紙に印刷し、
工事写真台帳Ａ４版に整理すること。

５ 成果品用紙サイズは下記のとおりとする。
位置図(５千分の１、５万分の１)：Ａ４、Ａ３、Ｂ２のいずれか。
測量図面：Ａ３、Ｂ２のいずれか
測量成果表、プロット調査票等：Ａ４サイズ

６ 事業実施に当たり、地元森林組合の協力を得ること。



№1

施行地名称 ÷ ＝ ÷ 0 ÷ ＝ ÷

面積

樹種 径 樹高

伐採率(％) 12 8.0

成立本数 14 8.5

伐採本数 16 9.0

胸高直径 18 9.5

平均樹高 20 10.0

22 10.5

スギ林分密度管理計算 実施前 実施後 24 11.0

樹　　高　(ｍ) 26 11.5

本数／ha(本) 28 12.0

V　ha当たり材積(m3) 30 12.5

HF　林分形状高 32 13.0

G　ha当たり断面積(m2) 34 13.5

dg　断面積平均直径(cm) 36 14.0

d　平均胸高直径(cm) 38 14.5

Ry　収量比数 40 15.0

VRf　最多密度におけるha当たり材積(m3) 42 15.5

logNRf　最多密度におけるha当たり材積(m3) 44 16.0

間伐率(％) 46 16.5

収量比率増減 48 17.0

ヒノキ林分密度管理計算 実施前 実施後 50 17.5

樹　　高　(ｍ) 52 18.0

本数／ha(本) 54 18.5

V　ha当たり材積(m3) 56 19.0

HF　林分形状高 58 19.5

G　ha当たり断面積(m2) 60 20.0

dg　断面積平均直径(cm) 62 20.5

d　平均胸高直径(cm) 64 21.0

Ry　収量比数 66 21.5

VRf　最多密度におけるha当たり材積(m3) 68 22.0

logNRf　最多密度におけるha当たり材積(m3) 70 22.5

間伐率(％) 72 23.0

収量比率増減 74 23.5

76 24.0

78 24.5

80 25.0

計 0 0 計 0 0

×100＝

プロット番号
計

直径
×
本数

プロット番号
計

樹高
×
本数

#DIV/0! 成立本数平均径 0 0 #DIV/0! 成立本数 0 ×100＝ 平均樹高



施工地名称： 面積： 樹種：

樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高 樹種 直径 樹高

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ｽｷﾞ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

ﾋﾉｷ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

№1
プロット１２ プロット１４プロット１３ プロット１６プロット１５ プロット２０プロット１９プロット１７プロット１ プロット５プロット４プロット３プロット２ プロット９プロット８プロット７ プロット１１プロット１０ プロット１８プロット６

0 0.00 ha 0



  

和歌山県 

 

那賀振興局 農林水産振興部 林務課 

保安林整備事業測量業務共通仕様書 

　





那賀 農林水産

務委託契約書（以下「契約書」という。）及び仕様書の内容について、

統一的な解釈及び運用を図るとともに、その他必要な事項を定め、もって

契約の適正な履行の確保を図るためのものである。



























　 　 令 　 　 　 　 　 　 令 和

和

令 和
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